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主な検討内容（予定）







赤字:都市マスタープラン (都市計画法第18条の2)
青字:立地適正化計画 (都市再生特別措置法第81条)

緑字:全体にかかる部分

※計画の統合に際しては、各章に法律やその計画の該当箇所
を明記

統合

１章 都市マスタープラン(仮称)について
２章 都市の現況と課題
３章 基本理念と目標
４章 都市構造の将来像
５章 分野別の基本的な方針
６章 地域別の方針
７章 1節_コンパクトシティの進展状況

2節_都市機能誘導区域及び誘導施設
3節_居住誘導区域
4節_防災指針
5節_具体的な施策

8章 目標値及び評価指標等
9章 今後の進め方
別冊 資料編

統合イメージ統合イメージ

１章 立地適正化計画の概要
２章 熊本市を取り巻く現状把握等
３章 熊本市における立地適正化計画
４章 都市機能誘導区域
５章 誘導施設
６章 居住誘導区域
７章 都市機能及び人口密度を維持・

確保するための具体的な施策
８章 防災指針
９章 目標値の設定
10章 施策達成状況に関する評価方法
別冊 資料編

立地適正化計画

はじめに
１章 地域別構想の役割・構成
２章 多核連携都市づくりに向けた基本方針
３章 各区における都市づくり
４章 多核連携都市の実現に向けて
５章 今後の進め方
巻末 資料編

都市マスタープラン(地域別構想)

序章 策定にあたって
１章 都市の現況と課題
２章 都市づくりの基本理念と目標
３章 都市構造の将来像
４章 分野別の基本的な方針
５章 今後の進め方
巻末 資料編

都市マスタープラン(全体構想)































中心市街地 370.7 ha
田畑系土地利用 0.0%
自然系土地利用 2.9%
商業系土地利用 14.8%
工業系土地利用 0.1%
住宅系土地利用 18.0%
空地系土地利用 7.5%
その他土地利用 56.5%
合計 100%

中心市街地面積割合 建物棟数 割合
昭和46年以前 362 10.7%
昭和47年～昭和56年 644 19.0%
昭和57年～平成元年 646 19.1%
平成2年～平成11年 549 16.2%
平成12年～平成21年 486 14.4%
平成22年～ 698 20.6%
不明 1,335

合計 4,720
100.0%



居住誘導区域
面積（ha） 39,032 10,795 5,912

割合 100% 28% 15%

空家等の件数（件） 3,698 3,162 1,924

割合 100% 86% 52%

市域
市街化区域















土砂災害・水害等による被害

雨が降るたびに
心配だわ…

自然環境や景観の悪化
草がボーボーで
景観がよくないな…

空き家・空き地の増加

空き家が増えて
心配だわ

魅力やにぎわいの低下

閉店している
お店ばかりね…

人通りも少なくて
寂しいね…

近所のお店や公共交通の減少
公共交通の本数が
減ってきて

病院に行きにくい
近所のお店が
なくなって

買い物が不便だわ

土地のポテンシャルが活かせない、無秩序な開発





































災害に強いまちで安心だね！

安心して
過ごせるわ！

自然環境の保全

環境がよくて子育てしやすいね！

ご近所さんが増えて
嬉しい！

空き家が減って
キレイなお家が建ったね！

まちがにぎやかで楽しいね！

今日は何を
買おうかしら♪

今日も
にぎやかだね♪

移動しやすくて便利！
生活に必要な施設が

近くにあって住みやすいわ！
公共交通の本数が増えて
外出が便利になった！

メリハリのある土地利用



望ましくない未来



目指す未来





主な検討内容（予定）
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